
後
記
に
は
、
編
集
の
概
要
と
と
も
に
「
吾
々
が
今
回
の
特
輯
琥
編
輯
に
際
し
て

感
じ
た
こ
と
は
第
一
に
本
校
創
立
の
偉
オ
、
天
心
岡
倉
覺
三
先
生
の
深
遠
な
る

意
圏
で
あ
る
と
共
に
、
第
二
に
は
名
贋
共
に
日
本
に
於
け
る
官
立
の
美
術
學
校

の
慎
債
の
程
で
あ
っ
た
。
」
「
岡
倉
天
心
先
生
の
雄
大
而
悲
牡
な
る
美
術
的
紐
倫

を
一
瞬
も
忘
却
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
云
々
と
、

天
心
再
認
識
の
呼

び
か
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
編
集
後
記
に
よ
れ
ば
、
同
一
方
針
に
よ
る

続
刊
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
打
ち
切
ら
れ
た
。
そ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
東
京

美
術
学
校
報
国
団
結
成
の
た
め
校
友
会
が
解
散
し
た
こ
と
と
、
も
う
一
っ
は
昭

和
十
五
年
秋
に
文
部
省
が
「
学
校
関
係
出
版
物
ノ
印
刷
用
紙
節
約
二
関
ス
ル

件
」
の
指
示
を
下
し
、
学
内
出
版
物
の
全
面
的
廃
合
整
理
と
特
に
雑
誌
の
廃
合

を
促
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
。
こ
の
指
示
は
雑
誌
の
全
面
廃
止
を
命
じ
た

も
の
で
は
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
本
校
唯
一
の
雑
誌
、
伝
統
あ
る
機
関
誌
ま
で
廃

止
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
当
局
者
の
認
識
不
足
に
よ
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
非
常
時
下
、
生
徒
や
卒
業
生
が
続
々
と
戦
場
に
送
り
出
さ
れ
て
行
く
時

代
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
彼
ら
の
学
生
生
活
や
活
動
の
片
鱗
な
り
と
も

記
録
に
留
め
、
或
い
は
彼
ら
を
励
ま
し
、
或
い
は
慰
め
る
の
が
学
校
当
局
者
の

任
務
で
あ
っ
た
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
翌
十
六
年
に
か
ろ
う
じ
て
発
行
さ
れ
た

『
東
京
美
術
学
校
報
国
団
報
』
は
極
め
て
貧
弱
で
、
校
友
会
機
関
誌
の
伝
統
を

継
ぐ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

⑫

高
村
豊
周
の
海
外
出
張

昭
和
十
五
年
十
一
月
七
日
、
教
授
高
村
豊
周
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
よ
び
中

部
ア
メ
リ
カ
諸
国
へ
十

一
月
上
旬
か
ら
五
ヶ
月
間
の
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
出

張
上
申
書
（
「
昭
和
十
五
年

職
員
関
係
書
類

庶
務
掛
」
）
に
は
出
張
目
的
が

本
校
工
藝
科
教
授
参
考
資
料
二
供
ス
ル
為
豫
テ
ヨ

リ
欧
米
各
國
二
於
ケ
ル
エ

藝
界
ノ
現
状
ヲ
調
査
研
究
セ
シ
メ
度
考
慮
中
ノ
慮
今
般
商
工
省
ョ
リ
同
教
授

ニ
到
シ
亜
米
利
加
合
衆
國
及
中
部
亜
米
利
加
諸
國
二
於
ケ
ル
エ
藝
事
情
調
査

方
嘱
託
シ
来
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
右
應
嘱
セ
ッ
メ
序
ヲ
以
テ
上
述
ノ
調
査
研
究
ヲ

豊
周
の
回
想
に
よ
る
と
こ
の
出
張
は
商
工
省
が
計
画
し
て
い
た
メ
キ
シ
コ
に

お
け
る
日
本
の
工
芸
展
覧
会
の
た
め
の
下
調
べ
が
主
な
目
的
だ
っ
た
。
そ
の
十

月
に
は
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
屑
鉄
の
輸
出
を
禁
じ
、
戦
争
の
匂
い
が
し
は
じ
め

て
い
た
の
で
、
和
田
一
二
造
に
「
こ
の
時
勢
に
行
っ
た
っ
て
ど
う
せ
勉
強
な
ど
出

来
や
し
な
い
か
ら
、
や
め
た
方
が
い
い
。
帰
れ
な
く
な
る
ぞ
」
と
心
配
さ
れ
た

が
、
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
土
に
妙
に
興
味
を
感
じ
て
思
い
切
っ
て
出
か
け
た
と

しヽ

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
八
日
に
竜
田
丸
に
乗
っ
て
出
発
し
た
。
翌
十
六
年
一

月
一
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
入
港
し
、
三
日
に
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
上

陸
、
そ
の
後
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
等
を
回
っ
た
。
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

で
は
一
週
間
ば

か
り
日
本
の
出
稼
労
働
者
の
中
に
入
っ
て
一
緒
に
生
活
し
た
と
い
う
。
二
月
に

は
メ
キ
シ
コ
市
に
入
り
、
ガ
タ
ラ
ハ
ラ
市
で
近
く
の
ト
ラ
ケ
ペ
ッ
ク
の
椋
欄
の

唐
草
模
様
の
焼
物
を
、
プ
ェ
バ
ラ
で
は
コ
バ
ル
ト
プ
ル
ー
の
焼
物
や
ガ
ラ
ス

を
、
オ
ハ
カ
市
で
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
土
俗
品
、
素
焼
き
の
焼
物
や
レ
ボ
ツ
ォ

と
い
う
染
織
を
持
寄
る
市
場
を
見
た
。
ま
た
、

に
似
た
ラ
ッ
カ
ー
を
、

ナ
サ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ル
ア
バ
ン

、

タ
ス
コ
で
銀
細
工
を
見
て
、
タ
ソ
ピ
コ

、

ソ

チ

ミ

ル

オ
リ
ナ
ラ
で
漆
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コ
ヽ

エ
ル
バ
ソ
等
を
回
り
、
ア
メ
リ
カ
に
再
入
国
し
南
部
の
テ
キ
サ
ス
、

リ
ダ
を
回

っ
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
ヘ
行
っ

た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
一
月
過
ご
し
て

四
月
十

一
日
、
行
き
と
同
じ
竜
田
丸
に
て
帰
国
し
た
。
帰
国
後
、

「
工
芸
の
輸

出
そ
の
根
底
の
大
き
な
問
題
ー
|
'
」
（
『
報
知
新
聞
』
）
、
「
メ
キ
シ
コ
に
於

け
る
工
芸
事
情
」
（
『
東
京
工
芸
』
）
、
「
メ
キ
シ
コ
の
工

芸
に
就
て
」
（
『
輸
出
エ

芸』）
、

『
汎
工
芸
』
に
昭
和
十
六
年
九
月
か
ら

「
外
滸
雑
稿

」

を

六

篇

連

載

（
い
ず
れ
も
『
高
村
豊
周
文
集
』
皿
に
収
録
）
等
、
講
演
録
や
随
箪
を
発
表
、

画
像
』
に
も
詳
し
い
。

な
お
、
商
工
省
よ
り
支
給
さ
れ
た
旅
費
を
倹
約
し
て
メ
キ
シ
コ
の
物
品
を
蒐

集
し
、

メ
キ
シ
コ
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
工
芸
指
禅
所
の
中
に
作
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
戦
災
で
灰
煽
に
帰
し
た
。
帰
国
後
、
高
島
屋
で
メ
キ
シ
コ
の
エ

芸
品
を
陳
列
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
喫
煙
具
を
集
め
、
商
工
省

に
皆
納
め
た
。
商
工
省
に
報
告
書
を
書
い
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
が
、
報
告
書

は
現
在
、
所
在
が
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
十

一
年
か
ら
毎
年
、
同
十
七
年

ま
で
商
工
省
主
催
の
工
芸
展
が
輸
出
工
芸
展
覧
会
、
輸
出
工
芸
図
案
展
覧
会
、

工
芸
品
輸
出
展
覧
会
と
名
称
を
変
え
な
が
ら
開
催
さ
れ
、
農
周
は
そ
の
審
査
員

を
務
め
て
い
た
が
、
戦
争
が
激
し
く
な
り
中
止
さ
れ
、
メ

キ
シ
コ
の
日
本
工
芸

展
覧
会
も
実
現
し
な
か
っ
た
。

⑬

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
美
術
展
覧
会

昭
和
十
五
年
、
文
部
省
は
挙
国
一
致
の
国
策
を
推
進
す
る
一
助
と
し
て
文
展

の
代
わ
り
に
紀
元
一
一
千
六
百
年
奉
祝
美
術
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

期
間
は
前
期
が
十
月

一
日
か
ら
同

二
十
二
日
ま
で
、
後
期
が
十

一
月
三
日
か
ら

同
二
十
四
日
ま
で
と
し
、

会
場
は
東
京
府
美
術
館
が
充
て
ら
れ
た
。
文
部
省
と

『自
フ
ロ

献
納
画
の
共
同
製
作

「
諸
新
聞
切
抜
」
（
昭
和
十
五
年
）
を
見
る
と
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
に

関
す
る
記
事
が
各
紙
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
三
月
一
日
の

各
紙
に
本
校
生
に
よ
る
共
同
制
作
の
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
左
記
は
『
報

知
新
聞
』
の
記
事
で
あ
る
。

よ
き
年
の
記
念
に

海
軍
省
と
南
京
穂
司
令
部
へ
獣
納

紀
元
二
千
六
百
年
に
卒
業
す
る
記
念
と
し
て
美
校
卒
業
生
が
油
給
を
共
同
制

作
し
海
陸
軍
へ
獣
奉
す
る
、
東
京
美
術
駆
校
洋
霊
科
卒
業
生
舟
名
は
二
班
に

分
れ
海
陸
雨
軍
に
ゆ
か
り
の
あ
る
給
を
共
同
制
作
す
る
計
霊
を
た
て
二
千
六

⑭ 

和
田
小
林

万
吾
亀
蔵
三
造

南津
田
北
村

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
の
共
同
主
催
、
内
閣
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
事
務
局

お
よ
び
東
京
府
協
賛
と
い
う
か
た
ち
が
と
ら
れ
、
作
品
に
つ
い
て
は
文
展
と
同

様
に
第
一
部

・
絵
画
（
日
本
画
）
、
第
二
部

・
絵
画
（
油
絵
、
水
彩
画
、
パ
ス

テ
ル
画
、
素
描
、
創
作
版
画
等
）
、
第
一
一
一
部
・
彫
塑
、
第
四
部

・
美
術
工
芸
と

い
う
区
分
に
従
っ
て
公
募
す
る
こ
と
と
な
り
、
委
員
長
に
細
川
設
立
、
総
務
委

員
に
菊
池
文
部
次
官
、
歌
田
祝
典
事
務
局
長
、
永
井
（
浩
）
専
門
学
務
局
長
、

岡
田
東
京
府
知
事
ら
が
任
命
さ
れ
た
。
審
査
委
員
は
帝
国
芸
術
院
会
員
お
よ
び

官
展
、
在
野
団
体
の
有
力
作
家
か
ら
選
ば
れ
た
。
そ
の
中
の
本
校
教
官
は
次
の

十
二
名
で
あ
っ
た
。

藤

島

武

二

建
畠
弥
一
郎

香
取
秀
治
郎

信
夫
西
望

田
辺

至

清
水

策
造

結
城
朝
倉

貞
松
文
夫
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